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1.概要

The Because It's Time Network (BITNET) は，

1981年 7 月にニューヨーク市立大学とエール大学のコン

ピュータを接続したのが始まりである. 1984年 2 月にヨ

ーロッパ，同年 9 月にカナダと接続された.その後数年

で欧米各国にひろがり， 1985年 5 月にニューヨーク市立

大学と東京理科大学が接続して日本にも広がった. 1992 

年10月の時点で，園内では 117 のコンピュータ，世界的

には51 :カ国，約3500のコンビュータが参加している.

BITNET は IBM 社が開発した RSCS (Remote 

Spoo!ing Communications Subsystem :遠隔スプー

リング通信サブシステム)プロトコルで通信を行なう.

ネットワークが構築された当初は 9.6Kbps の専用回線

を用いて IBM 社が開発した BSC (Binary Synchroｭ

nous Communications) でコンビュータを接続してい

た.その後，ネットワークのトラフイックの増加に伴い

64Kbps の専用回線を用いて IBM 社の SNA (System 

Network Architecture) で接続する形態がでてきた.

さらに， 1989年から IP (lnternet Protocol) で接続さ

れた専用回線で・も RSCS プロトコルを通すことができ

るようなソフトウェアが開発された. 特にこの接続方

法で構築された BITNET を BITNET II と呼んでい

る.

米国は，現在 BITNET II が主流になり，パックボ

ーンの回線は 1.5 Mbps 用いている. 1992年 1 月に，東

京理科大学の接続先がニューヨーク市立大学からプリン

ストン大学に変更された. 接続方式も SNA 接続から

BITNET II 接続に変更し，米国のインターネットの 1

つである JvNCnet に参加した.圏内では， 1992年 6 月

に園内の BITTNET のパックボーンを IP 接続で 64

Kbps に移行してL 、く計画が発表され，再構築が始まっ

ている.今後，園内でも BITNET II を中心にネット

ひがしだ こうき，ふくべっぷひさし，かみやま か

ずえ東京理科大学
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ワークの構築がすすめられる予定である.

2. ネットワーク運営管理

BITNET が構築された当初は， 米国 BITNET に

各国が参加(接続)すると L 、う方式であった.運営もニ

ューヨーク市立大学が中心に行なわれていた.しかし，

参加組織や参加国の増加に伴い，それまでのボランティ

ア主体の運営に無理がでてきたため，米国の参加組織か

ら会費を徴集することになった.それに伴L 、，米国では

1989年に CREN (Corporation for Research and 

Educational Networking) としづ組織が米国 BIT

NET の運営管理を行なうことになり，現在に至ってい

る. この改革に伴L 、， 従来まで米国 BITNET に参加

していた各国も独自の運営母体をもつようになってき

ている. CREN は，そのような独自の運営母体が運営

するネットワークのことを Cooperating Network と

呼んでいる. Cooperating Network には，欧州の

EARN (European Academic & Research Netｭ

work) , アジアの CAREN (Consortium of Asian 

Research and Educat�nal Networks) がある. 日

本では日本 BITNET 協会が BITNETJP (“Because 

It's Time" NETwork in Japan) という名前のネッ

トワークとして BITNET を運営管理している. BITｭ

NETJP は CAREN に所属している. BITNET の参

加国と所属する Cooperating Network を表 1 にまと

めた.

3. 日本 BITNET 協会

日本 BITNET 協会(Japan BlTNET Associaｭ

tion) は， 1985年 10月に設立された.協会の目的は会員

相互間のコンビュータ通信欄の拡張，普及を促進・援助

し，また関係各機関との折衝にあたり，学術通信ネット

ワークの確立および運営の円滑化を目的としている.協

会の運営しているネットワークの利用は，非営利の学術

教育研究を目的としている.協会は設立当初から運営し

ている BITNETJP と 1992年 7 月より運用を開始した

IP 接続を基本とする JOIN (Japan Organized Inter-
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表 Cooperating Network (92年 9 月)

地減 国名 *7f?-'名 .I-~. 
vγ7 ィ~r IN EARN 2 

.国 KR CARBN 17 
シ〉町本・-J， SG BITNBT 10 

台湾 TW CARBN 19 
日本 JP CARBN 117 

香港 HK HARNET 11 

守b・~7 MY BITNBT 2 

77'JII zγT ト EG EARN 3 

hニシ'7 τN EARN 1 

~t7ßリ量 7ßリ量 US BITNBT 2似;s

書ナr CA N回NOR'百ま 135 
コZ列車 CR BITNET 1 
γ :uトリ2 PR BITNBT 3 
dキ~J MX BITNBT 19 

中東 11ラ:u IL EARN 4S 
，ウシ・ 7ラ1:'7 SA GULFNBT s 
'" -~~ BH GULFNBT 1 

南7Jリ車 7J.f :'f:' AR SCARNBT 14 
守的'71 UY 叡~ARNBT 1 

1'7ド b EC ECUANBT 2 

コロ:'1;' 7 CO RUNCOL 7 
Fリ CL 鋭治RNBT 24 
アヲγ ， BR ANSP 63 
，、，' .. ・ PB SCARNET 1 

争目7/1・ m.う〉ド IS EARN 1 
7イbう〉ド IE EARN 9 
イギリZ GB EARN 2 
19リF IT EARN 136 
オ-H~7 AT EARN 19 
オヲ:，，. NL EARN 84 

キ7' 口1 CY EARN 2 

ギ 'J~. GR EARN 12 
111 CH EARN 匁

l')l-f :, SE EARN 18 

1"・ 1> ES EARN 36 
チlJ1町\'U CS EARN 12 
T' ~?，・7 DK EARN 7 

r11 DB EARN 177 
ト，J，J τ'R EARN 32 

'''''11 NO EARN 5 

":'11' 'J・ HU EARN 9 
7i:'う〉ド 問 EARN 26 

7;:'1 FR EARN 162 
γ 島町リ7 BG EARN 2 
へ:J，ギ・ BB EARN 28 

事'・うH' PL EARN 23 
本'H1J'J， PT EARN 3 
z・2・ 2ラピ? YU EARN 5 

J，'t~7・"，. LU EARN 1 
目~7 SU EARN 3 

dEh Z 針 3439 

ノードA J- ド B ノード C

スプールA スプールB スプールC

図 1 ストア&フォワード方式

要と認められる法人または団体である.賛助会員は協会

の目的に賛同してその事業を賛助する法人または団体で

ある.協会が運営するネットワークに参加するには，正

会員にならなければならない.

協会の事務局は，東京理科大学情報処理センター内に

設置されており，会員からの質問の受付や，加入に関

する問合せの応対を行なっている.問合せ先は，日本

BITNET 協会事務局(干 162 東京都新宿区神楽坂 1-3

東京理科大学情報処理センター内)，または Tel. 03-3260 

-4271 , Fax.03-3260-2280, 電子メール: OFFICIAL 

@JPN. bitnet または admin @sutgate. bitnetjp. 

ad. jp である.

4. BITNETJP 

BITNETJP は RSCS プロトコルで 9.6Kbps 以

上の専用回線を用いてコンピュータを接続している.

BITNET 11 を用いると IP で接続された専用回線で、も

RSCS プロトヨルを通すことができるため，圏内の IP

インターネットからも参加できる. BITNETJP は 117

ノード(コンピュータおよびそれに付帯する通信設備の

総称)で構成されているが， BITNET 11 で参加してい

るノードは 6 である.

4.1 RSCS プロトコ Jl-

RSCS プロトコルでは，電子メールやファイルは図 1

のようにストア&フォワード形式(パケツリレー式)で

各ノードのスプールを使って送られる.このため，途中

のノードが停止していると，転送している情報が途中の

ノードに留まり，回線が活動可能な状態になったとき転

送が再開される.中継ノードが自分の都合でコンピュー

タを長時間停止すると，そこを経由する通信に支障をき

たすことになるため， BITNETJP に参加するノードは

原則として24時間稼働することが要求されている.この

Network) の 2 つのネットワークを運営している. 要件を満足しない場合は，中継ノードになることができ

協会は正会員と賛助会員から構成されている.正会員 ない.中継ノードになることができるノードをタイプ I

は研究または教育を行なっている法人または団体，また と呼び，約半数がタイプ I になっている.

は協会のネットワークの運用，維持管理のために特に必 RSCS プロトコルをサポートする通信ソフトウェア
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には， IBM の VM で稼働する RSCS

の他に MVS で稼働する JES があ

る. また IBM 以外では， 富士通の

NJE, DEC の VAX/VMS で稼働

する Jnet， UNIX マシンで稼働する

UREP など多数ある. 図 2 はコンピ

ュータのメーカ一種別である.

4.2 主なサービス

主なサービスには，電子メール，フ

ァイル転送，メッセージ交換がある.

電子メール (RFC 822 に準拠)は，

BITNET 以外のネットワークにもゲ

ートウェイ (300 以上存在)を通じて

送ることができる.ファイル転送機能

26.5% 

て‘は，論文やプログラム等のファイルやパイナリー・デ

ータを含んだファイルを送ることができる.メッセージ

交換は，コンピュータを使用しているユーザーどうしで

即時にメッセージを交換することができる機能で，電子

会議などにも利用されている.この他に，電子メール・

ファイル転送機能を生かしたサーパ機能がある.

サーパには，ファイル十一パ，メーリングリストサー

パ，そしてデータベースザーパがある. ファイノレサーパ

(NETSERV : EARN Coordination Group によっ

て開発された)を利用すると，公開されているファイ

ルを不特定多数の利用者がコマンドで取りだすことが

できる.メーリングリストサーバ (LISTSERV : Eric 

Thomas によって開発された)を利用すると， 公開さ

れているメーリングリストに登録することによって，登

録されているメンパーどうしで特定の話題について議論

したり情報交換することができる.登録方法は，利用者

自身が電子メール等で特定のアドレスにコマンドを送る

だけの単純なものである.メーリングリストは3000以上

存在する.一般の利用者が簡単に，登録および投稿がで

きるため. BITNET の中ではこの機能は情報交換のた

めの大きな役割を果たしている.

4.3 BITNETJP の利用方針

BITNETJP を利用するユーザーは，次の利用方針を

守らなければならない.

1. その利用法がネットワークの目的や意図に合って

L 、ること.

2. ネットワークの他のユーザーの作業に支障をきた

すようなことはしないこと.

3. ネットワークホストシステム(ノード)を混乱さ

1992 年 12 月号

図 IBM
66ノード

目 FU]ITSU
31ノード

悶 DEC
11ノード

ロ HITACHI
6 ノード

図 SUN
2 ノード

ロ DATAGENERAL
1 ノード

図 2 コンピュータメーカ一種別IJ (92年 9 月)

せないこと.

4. ネットワークサ一日スを混乱させないこと.

上記の具体例として次のようなことがある.受け手の

作業やシステムを損失させるようなメッセージを送信す

ることは禁じられている.営利目的にネットワークを利

用してはいけない.宣伝は禁じられている.ただしユー

ザーがある製品の良し，悪しに関する議論をするのは可能

である.また，売り手側も，返答が宣伝の性質を帯びて

いない限りは自社の製品についての質問に答えてもよ

い.法律を犯すようなコミュエケーションはすべて禁じ

られている.また，ネットワークの混乱を起こしたり，

他人の作業を妨害したりするような利用も禁じられてい

る. BITNETJP の利用方針の最終的な権限は， 日本

BITNET 協会総会にある.解釈に疑問があるとき会員

代表者は総会にかけることができる.

5. CAREN 

CAREN (Consortium of Asian Research and 

Educational Networks) は 1991 年 7 月に設立され

た.CAREN は日本 BITNET 協会，韓国の BITNET

組織 Korean Education Network および台湾の

BITNET 組織 Taiwan BITNET の 3 つのネットワ

ーク組織が会員になっている. CAREN 理事会は， そ

れぞれの会員固からの 2 名の代表者によって組織されて

いる. CAREN は CREN と Cooperating Network 

Agreement を締結している.また，定期的に会議を行

ない，アジア地区の学術研究ネットワークに関連したさ

まざまな問題について議論し，相互に情報を交換してい

る. CAREN の事務局は日本 BITNET 協会事務局が

(27) 593 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



兼務している.

CAREN と米国 BITNET の聞

の太平洋回線に流れている情報量を

分析すると図 3 のようになってい

る.このことからアジアから米国へ

流れる情報量は，米国からアジアへ

流れる情報量と比較すると非常に小

さいことがわかる.この問題は， 日

木の他の学術研究ネットワークもか

かえている問題である. CAREN 

では，このアンバランスを解消する

ために何をすべきかを議論しはじめ

ている.

6. JOIN 

JOIN (Japan Organized InterNetwork) は， 1992 

年 7 月から日本 BITNET 協会が始めた運用ネットワ

ークで， RSCS プロトヨノLを用いていた BITNETJP

と異なり， IP プロトコルによりインターネットワーク

を構築している. このネットワークは， BITNEJP, 

CAREN と相互接続されている.園内の IP インター

ネットワークとは，学術情報センターの JIX と 192

Kbps で接続， WIDE と 64Kbps で接続されている.

現在は東京理科大学が接続されており， 1992 年度内に

は，金沢工業大学，早稲田大学，東北大学が， 1993年度

には大阪工大摂南大学が NOC として接続される予定

になっている. 日本 BITNET 協会のサーヒースとして

は， 各種申請の代行 (IP アトレス， ドメイン名取得な

ど)，ニュースレターの配布を予定している.
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